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年
頭
に
あ
た
り
あ
ら
た
め
て
建
学
理
念
を
思
う

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

理
事
長
　
清
　
家
　
　
篤

年
頭

所
感

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
本
年
も
私
学
関
係
者
の
皆
様
の
御
健
康

と
御
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
豪
雨
や
大
き
な
地
震
な
ど
自
然
災
害
が
多
発
し
、

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
は
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
役
に
立
つ
存
在
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
の
支

援
に
で
き
る
限
り
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
大
き
な
変
化
の
時
代
を
生
き
て
い
ま
す
。
日

本
の
少
子
高
齢
社
会
は
、
前
人
未
踏
の
領
域
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
第
４
次
産
業
革
命
と
も
い
わ
れ
る
、
急
速
に
進
む

非
連
続
的
な
技
術
進
歩
も
経
済
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き

な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
大
き
な
変
化
の
時

代
に
、
建
学
の
理
念
を
実
現
す
る
こ
と
で
社
会
に
貢
献
す
る
私

立
学
校
の
存
在
意
義
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
助
成
業
務
と
し
て
の
①
補
助
事
業
で
は
、
私
立

大
学
等
の
運
営
に
必
要
な
経
常
費
補
助
金
を
確
保
し
、
教
育
研

究
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
私
立
大
学
等
や
地
域
に
貢
献
す
る

私
立
大
学
等
に
対
す
る
支
援
、
高
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
格
差

の
是
正
等
に
向
け
た
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

②
貸
付
事
業
で
は
、
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
促
進
す
る

た
め
、
国
の
利
子
助
成
制
度
を
活
用
し
て
、
校
舎
・
園
舎
の
建

替
事
業
や
耐
震
補
強
工
事
な
ど
に
対
す
る
融
資
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

③
経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業
で
は
、
学
校
法
人
の
経
営
力

の
強
化
や
教
育
条
件
の
改
善
を
図
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
と
し

て
、
現
状
分
析
や
経
営
課
題
の
把
握
、
経
営
・
教
学
改
革
に
対

す
る
助
言
等
を
行
う
経
営
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
立
学
校
の
特
色
や
具
体
的
に
実
践
し
て
い
る
優
れ

た
教
育
研
究
に
関
す
る
取
り
組
み
の
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に

収
集
蓄
積
し
、大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
私
学
版
）
を
は
じ
め
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
刊
行
物
等
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

④
寄
付
金
事
業
で
は
、
新
た
に
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金

を
創
設
し
、
未
来
を
担
う
若
手
研
究
者
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、寄
付
促
進
を
図
る
た
め
に「
私
立
学
校
寄
付
金
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
で
は
、
学
校
法
人
が
ど
の
よ
う
な
寄
付
金
募
集

を
し
て
い
る
か
分
か
る
よ
う
、
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

共
済
業
務
に
お
け
る
、
①
短
期
給
付
事
業
で
は
、
昨
年
５
月

2�
日
か
ら
７
月
1�
日
ま
で
の
豪
雨
・
暴
風
雨
に
よ
り
、
被
災
さ

れ
た
加
入
者
等
の
皆
様
が
、
災
害
見
舞
金
等
の
支
給
及
び
特
例

災
害
貸
付
を
速
や
か
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
９
月
に
愛
媛
県
・

岡
山
県
・
広
島
県
で
災
害
見
舞
金
等
の
現
地
受
付
・
審
査
を
実

施
し
、
53
件
の
請
求
が
あ
り
、
約
６
千
万
円
の
給
付
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
医
療
制
度
で
は
、
高
齢
受
給
者
に
対
す
る
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
平
成
2�
年
の
改
正
に
引
き
続
き

昨
年
８
月
か
ら
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

②
年
金
等
給
付
事
業
で
は
、
昨
年
1�
月
か
ら
退
職
等
年
金
給

付
の
基
準
利
率
を
、
こ
れ
ま
で
の
年
０
％
か
ら
０
・
��
％
に
変

更
し
、
年
金
現
価
率
も
併
せ
て
変
更
し
ま
し
た
。

　

③
福
祉
事
業
で
は
、
加
入
者
等
の
自
助
努
力
を
支
援
す
る
事

業
（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
）
の
創
設
や
、
特
定
健
診
等
実
施

率
向
上
に
か
か
る
取
り
組
み
な
ど
3�
年
度
よ
り
保
健
事
業
の
一

部
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
短

期
給
付
事
業
は
昨
年
７
月
か
ら
情
報
連
携
が
開
始
さ
れ
、
年
金

等
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
今
後
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

大
き
な
変
化
の
時
代
に
、
社
会
の
持
続
可
能
性
は
、
そ
の
中

に
ど
れ
ほ
ど
多
様
性
を
包ほ

う

摂せ
つ

で
き
る
か
に
依
存
し
ま
す
。
そ
の

意
味
で
、
私
立
学
校
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
建
学
理
念
に
従
っ
た
、

自
主
独
立
の
教
育
・
研
究
が
、
社
会
に
知
的
多
様
性
を
も
た
ら

す
こ
と
の
効
用
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

　

本
事
業
団
の
助
成
、
共
済
事
業
は
、
そ
う
し
た
私
立
学
校
の

自
主
独
立
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
本
事
業
団
も
自
主
独
立
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
事
業
団
が
そ
の
運
営
に
要
す
る
財
源
を
、
学
校
法
人
へ
の

資
金
貸
付
の
利
子
収
入
と
、
加
入
者
か
ら
の
掛
金
の
み
に
求
め

て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。
そ
の
よ
う
に
私
立
学
校
、
私
立

学
校
教
職
員
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
年
も
私
立
学
校

の
振
興
と
、
私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
向
上
の
た
め
に
、

私
ど
も
役
職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
本
年
も
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の

業
務
に
御
指
導
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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私
学
事
業
団
で
は
、
将
来
、
学
校
経
営
を

担
う
若
手
職
員
を
対
象
に
、
学
校
法
人
経
営

や
高
等
教
育
政
策
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
広

範
な
知
識
及
び
柔
軟
な
思
考
力
を
習
得
し
、

大
学
改
革
に
向
け
た
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
今
年
度
も
「
私
学
ス
タ
ッ
フ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
員
の
約
３
倍
の
応
募
が
あ
り
、
大
阪
会

場
、
仙
台
会
場
合
わ
せ
て
��
法
人
��
名
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
特
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
４
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心

②
グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
う

③
同
世
代
の
職
員
と
語
り
合
え
る

④�

基
礎
的
な
知
識
（
高
等
教
育
行
政
、
学
校

法
人
会
計
、
財
務
分
析
等
）
を
短
期
間
に

習
得
で
き
る

⑤
講
師
と
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
る

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、「
学
校
法
人

の
中
長
期
経
営
計
画
の
作
成
」
を
テ
ー
マ
に
、

学
校
法
人
の
現
状
分
析
、
中
長
期
経
営
計
画

の
作
成
、
論
理
的
に
説
明
す
る
力
な
ど
、
実

践
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
提
示
さ
れ
た
情

報
を
基
に
、
学
校
法
人
の
経
営
者
側
の
視
点

に
立
っ
て
経
営
・
財
務
・
教
学
等
の
幅
広
い

知
識
を
活
用
し
た
多
角
的
考
察
を
行
い
、
根

拠
に
基
づ
い
た
中
長
期
経
営
計
画
を
作
成
し

ま
し
た
。
最
終
日
の
グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
、

作
成
し
た
中
長
期
経
営
計
画
を
理
事
会
で
報

告
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
一
職
員
の

業
務
の
視
点
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
大
学
が
永

続
的
に
教
育
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
広
い
視
野

で
経
営
方
針
を
立
て
る
こ
と
、
他
の
グ
ル
ー

プ
の
発
表
は
経
営
者
意
識
を
持
ち
な
が
ら
聞

く
こ
と
等
を
意
識
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

多
く
の
参
加
者
か
ら
「
職
員
の
役
割
と
重
要

性
を
再
認
識
で
き
た
」、「
大
学
改
革
に
向
け

さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
等
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

・�

自
身
の
所
属
部
署
に
関
す
る
知
識
だ
け
で

は
な
く
、
幅
広
い
視
野
と
柔
軟
な
思
考
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析
の
重
要
性
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

・�

日
頃
よ
り
上
司
や
理
事
よ
り
言
わ
れ
て
い

る
大
学
職
員
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
改

め
て
認
識
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

・�

同
世
代
の
職
員
と
接
す
る
機
会
が
普
段
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

課
題
以
外
の
情
報
交
換
も
で
き
、
学
び
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

・�

複
数
人
の
意
見
を
ま
と
め
て
、
最
終
的
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
の
難

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
が
参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義

で
あ
り
、
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

本
事
業
団
で
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
職

員
の
能
力
開
発
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
９
・
７
８
５
０

Ｅ
メ
ー
ル　
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ʦେࡕʧؠ�Ҫࢯ�ߐݜ　ʢֶߍ๏ਓ౉ลֶԂ　ৗ຿ཧࣄʣ
ʦઋ୆ʧ�ۙ　խٓࢯ�　ʢֶߍ๏ਓཙ೶ֶԂ　ৗ຿ཧࣄʣ

1�ɿ�5ʙ ੓ʹ͍ͭͯʯߦֶࢲͱگঢ়͘ר๏ਓΛऔΓߍԋᶇʮֶߨ
ʦେࡕʧ�ઘ　ໜथࢯ�ʢ�จ෦Պֶলߴ౳ڭҭֶࢲ　ہ෦׭ࣄࢀ෇׭ࣄࢀ

ʣࠤิ
ʦઋ୆ʧ�ੴҪஐֆࢯ�ࢠ�ʢจ෦Պֶলߴ౳ڭҭֶࢲ　ہ෦׭ࣄࢀ૯ׅ܎௕

ʢซʣ๏ਓվֵࢧԉ܎௕ʣ
13ɿ2�ʙ άϧʔϓϫʔΫᶘɾᶙɾᶚʢ2�ɿ��ऴྃʣ

○3日目
ؒ　࣌ म　಺　༰　౳　ݚ

�ɿ��ʙ άϧʔϓൃද
11ɿ15ʙ ૯ׅɾৼΓฦΓσΟεΧογϣϯ౳
11ɿ35ʙ मྃূॻत༩ɾදজɾดձ　ʢ12ɿ3�ऴྃʣ

࣌ԋߨॻ͸ݞࢣߨ˞

άϧʔϓൃද（େࡕ）

平
成
30
年
度
　
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
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平
成
₃₀
年
度　
私
立
高
等
学
校
入
学
志
願
動
向

　

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
3�

年
度
学
校
法
人
基
礎
調
査
か
ら
、
私
立
高
等

学
校
の
入
学
志
願
動
向
の
速
報
値
を
集
計
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
2�
年
度
と
3�
年
度
の
志
願
倍

率
（
志
願
者
／
入
学
定
員
）
や
入
学
定
員
充

足
率
（
入
学
者
／
入
学
定
員
）
等
の
状
況
を

比
較
す
る
と
と
も
に
、男
女
校
種
別
の
動
向
、

規
模
別
の
動
向
及
び
最
近
1�
年
の
入
学
定
員

充
足
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
通
信
制
課
程
と
生
徒
募
集
を
停
止

し
た
高
等
学
校
は
除
い
て
い
ま
す
。

私
立
高
等
学
校
の
概
況
（
表
１
）

　

3�
年
度
の
集
計
学
校
数
は
１
２
８
７
校

で
、
前
年
度
よ
り
４
校
増
加
し
ま
し
た
。
集

計
さ
れ
た
入
学
定
員
は
約
��
万
７
６
０
０
人

で
、
前
年
度
よ
り
約
１
５
０
０
人
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
志
願
者
数
が
約
２
万
人
、
受
験
者

数
が
約
１
万
８
３
０
０
人
、
入
学
者
数
は
約

２
６
０
０
人
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ
り
減
少

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
入
学
定
員
充
足
率

は
��
・
32
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
31

ポ
イ
ン
ト
下
降
し
ま
し
た
。

　

参
考
ま
で
に
、
3�
年
度
の
15
歳
人
口
（
中

学
校
・
義
務
教
育
学
校
卒
業
者
と
中
等
教
育

学
校
前
期
課
程
修
了
者
の
合
計
︿
学
校
基
本

調
査
︱
平
成
2�
年
度
（
確
定
）：
文
部
科
学

ද１　ߴཱࢲ౳ֶ校ͷ֓گ
۠　分 ùĀ೥度 30೥度 ݮ　૿

（ߍ）਺ߍֶܭू 1óùÿ3ç 1óùÿþç û

ೖֶ定һ（ਓ） û0Āó1ûÿç û0þóý05ç ˚1ó5û3
ï˚÷õûìð

　ئ　ࢤ （ऀਓ） 1ó155óþû3ç 1ó135óý5ýç ˚ù0ó0ÿþ
ï˚øõþìð

受　ݧ　 （ऀਓ） 1ó13ùó131ç 1ó113óÿûûç ˚1ÿóùÿþ
ï˚1õýìð

合　格　 （ऀਓ） 1ó0û0óþû0ç 1ó0ùþó310ç ˚13óû30
ï˚1õ3ìð

ೖ　ֶ　 （ऀਓ） 3ûýóùÿùç 3û3óýĀ3ç ˚ùó5ÿĀ
ï˚0õþìð

�ഒ�཰ئ�ࢤ ùõÿùഒç ùõþĀഒç ˚0õ03ƥŘƃŪ
合　格　཰ Ā1õĀ3ˋç Āùõù3ˋç 0õ30ƥŘƃŪ
า　ཹ　཰ 33õùþˋç 33õûýˋç 0õ1ĀƥŘƃŪ
ೖֶ定һॆ଍཰ ÿûõý3ˋç ÿûõ3ùˋç ˚0õ31ƥŘƃŪ

（஫）　ئࢤഒ཰（ऀئࢤʸೖֶ定һ）、合格཰（合格ऀʸ受ऀݧ）
　　　าཹ཰（ೖֶऀʸ合格ऀ）、ೖֶ定һॆ଍཰（ೖֶऀʸೖֶ定һ）

省
よ
り
﹀）
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
約
２

万
６
５
０
０
人
減
少
し
、
約
１
１
４
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
校
種
別
の
動
向
（
表
２
）

　

3�
年
度
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も
高
い

の
は
共
学
校
で
、
以
下
男
子
校
、
女
子
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。
合
格
率
は
女
子
校
、
共
学

校
、
男
子
校
、
入
学
定
員
充
足
率
は
共
学
校
、

男
子
校
、
女
子
校
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
順
序
は
21
年
度
以
降
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
歩
留
率
は
2�
年
度
に
男
子
校
と

女
子
校
が
逆
転
し
て
、
男
子
校
、
女
子
校
、

共
学
校
の
順
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も

そ
の
ま
ま
の
順
序
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ද̎　உঁ校छผͷಈ޲
உঁߍ
छ　ผ ೥　度 ܭ　ू

਺ߍֶ
ೖֶ定һ
"

਺ऀئࢤ
#

受ऀݧ਺
$

合格ऀ਺
%

ೖֶऀ਺
&

ਪનऀ਺
'

ഒ཰ئࢤ
#�"

受ݧ཰
$�#

合格཰
%�$

าཹ཰
&�%

ਪન
ׂ合
'�&

ೖֶ定һ
ॆ଍཰
&�"

உߍࢠ
ߍ ਓ ਓ ਓ ਓ ਓ ਓ ഒ ˋ ˋ ˋ ˋ ˋ

��೥度 11ùç 3Āóù0ÿç þûóû51ç þùóþûĀç ý1óýĀ3ç 30ó1ýþç 10óû51ç 1õĀ0ç Āþõþ1ç ÿûõÿ0ç ûÿõĀ0ç 3ûõýûç þýõĀûç
��೥度 110ç 3ÿóù15ç þûóýûùç þùóĀ0ùç ý1ó3Āùç 30óÿĀÿç Āóþ51ç 1õĀ5ç Āþõýþç ÿûõù1ç 50õ33ç 31õ5ýç ÿ0õÿ5ç
�3೥度 113ç 3ÿó5ÿùç þýóù10ç þ3ó5ÿùç ýùóý35ç 3ùó1ù5ç 11ó33ÿç 1õĀÿç Āýõ55ç ÿ5õ1ùç 51õùĀç 35õùĀç ÿ3õùýç
��೥度 10þç 3ýóù55ç þ1ó10ýç ýÿó315ç 5þóý5ýç ùĀó1þ3ç 10óýÿùç 1õĀýç Āýõ0þç ÿûõû0ç 50õý0ç 3ýõýùç ÿ0õûþç
��೥度 10ýç 3ýó1ùþç ýÿó1ÿ0ç ýýóù1ûç 5ýó3þùç ùĀóùý1ç 10óþûùç 1õÿĀç Āþõ1ùç ÿ5õ1ûç 51õĀ1ç 3ýõþ1ç ÿ0õĀĀç
��೥度 100ç 33óÿþ1ç ýûó15Āç ýùóûĀ0ç 53ó0þ5ç ùÿóûþ1ç Āóþ0Āç 1õÿĀç Āþõû0ç ÿûõĀ3ç 53õýûç 3ûõ10ç ÿûõ0ýç
��೥度 Āûç 31óÿĀûç 5ÿó5Ā5ç 5ýóĀĀÿç ûÿóùùùç ùýóùĀ1ç Āóþþùç 1õÿûç Āþõùþç ÿûõý0ç 5ûõ5ùç 3þõ1þç ÿùõû3ç
��೥度 Āùç 30óþ0ûç 5ýóĀù0ç 55óûĀ1ç ûýóÿ3ùç ùýó00ýç Āó3Āûç 1õÿ5ç ĀþõûĀç ÿûõû0ç 55õ53ç 3ýõ1ùç ÿûõþ0ç
��೥度 ÿÿç ùĀó50ùç 5ûó0ÿûç 5ùóþû1ç û5ó005ç ù5ó1þ1ç ÿóÿþýç 1õÿ3ç Āþõ5ùç ÿ5õ33ç 55õĀ3ç 35õùýç ÿ5õ3ùç
3�೥度 ÿþç ùÿóĀĀþç 51ó51ùç 50ó155ç û1óĀĀùç ù3óý0ýç ÿó5ûùç 1õþÿç Āþõ3þç ÿ3õþùç 5ýõùùç 3ýõ1Āç ÿ1õû1ç

ߍࢠঁ ��೥度 ùĀ3ç ÿ1ó0ûÿç 111óù30ç110ó0ý0ç103ó03ÿç 5ùóĀÿ1ç ùùóùû5ç 1õ3þç ĀÿõĀ5ç Ā3õýùç 51õûùç û1õĀĀç ý5õ3þç
��೥度 ùÿ5ç þÿó135ç 110óĀûÿç10Āó1ý5ç103ó5þþç 53óĀĀ0ç ùùó3ÿ1ç 1õûùç Āÿõ3Āç Āûõÿÿç 5ùõ13ç û1õû5ç ýĀõ10ç
�3೥度 ùÿ3ç þþó0ý1ç 10ûóĀ0ýç103óþûûç Āÿóþùýç 5ùó311ç ùùó3ûĀç 1õ3ýç ĀÿõÿĀç Ā5õ1ýç 5ùõĀĀç ûùõþùç ýþõÿÿç
��೥度 ùþĀç þýó03Āç 10ûóýý3ç103ó31ùç Āþóýù3ç 5ùó0ÿ3ç ù1ó1Āÿç 1õ3ÿç Āÿõþ1ç ĀûõûĀç 53õ35ç û0õþ0ç ýÿõ50ç
��೥度 ùþûç þûóùùþç 100óùý0ç ĀĀó13ÿç Ā3óÿþýç 50óù35ç 1Āóþ13ç 1õ35ç Āÿõÿÿç ĀûõýĀç 53õ51ç 3Āõùûç ýþõýÿç
��೥度 ùþ3ç þ3ó53ýç 101óþÿ3ç100óù5ûç Ā3óÿĀþç 50ó1þÿç ù0óÿ10ç 1õ3ÿç Āÿõ50ç Ā3õýýç 53õûûç û1õûþç ýÿõùûç
��೥度 ùþ0ç þùóýýùç Ā5ó3Ā5ç Ā3óÿ0þç Ā0ó1ûþç ûþóÿ03ç ù1ó03ÿç 1õ31ç Āÿõ3ûç Āýõ10ç 53õ03ç ûûõ01ç ý5õþĀç
��೥度 ùýþç þ1ó3ý1ç Āûó3ÿ1ç ĀùóþĀÿç ÿĀóûÿýç ûýóÿûÿç 1ĀóùþĀç 1õ3ùç Āÿõ3ùç Āýõû3ç 5ùõ35ç û1õ15ç ý5õý5ç
��೥度 ùýùç þ0ó0ÿ0ç Ā0óĀ10ç ÿþó5ý5ç ÿûóù51ç û5óû5Āç 1Āó03þç 1õ30ç Āýõ3ùç Āýõùùç 53õĀýç û1õÿÿç ýûõÿþç
3�೥度 ùý0ç ýÿóùĀĀç ÿûó3Ā0ç ÿ3ó1þÿç ÿ0ó31ýç û3óû5ÿç ù0óýý3ç 1õùûç Āÿõ5ýç Āýõ5ýç 5ûõ11ç ûþõ55ç ý3õý3ç

ߍֶڞ ��೥度 ÿýÿçùĀ3óÿ53ç Ā3ÿóýûĀçĀ1ÿóÿÿ5çÿ3ùóùþþçùû3óþû1ç ÿ5óþ0ûç 3õ1Āç ĀþõÿĀç Ā0õ5þç ùĀõùĀç 35õ1ýç ÿùõĀ5ç
��೥度 ÿýĀçùĀùóùþýç Āý5ó0ùĀçĀûýóùÿùçÿý3ó1þ0çù53ó0ù5ç ÿÿóýĀĀç 3õ30ç Āÿõ0ýç Ā1õùùç ùĀõ31ç 35õ0ýç ÿýõ5þç
�3೥度 ÿÿ5çùĀûóû51ç Ā5ùóĀý1çĀ31óùĀ0çÿ5þó10þçù5ùó1þ5ç ÿÿó3ÿûç 3õùûç Āþõþ3ç Āùõ03ç ùĀõûùç 35õ05ç ÿ5õýûç
��೥度 ÿÿÿçùĀýóýĀ5ç Āþûó5ýùçĀ53óÿù3çÿþÿóÿý3çùýùó110ç ÿĀó3ù5ç 3õùÿç Āþõÿþç Āùõ1ûç ùĀõÿùç 3ûõ0ÿç ÿÿõ3ûç
��೥度 ÿĀĀçùĀĀóù5ýç ĀÿĀó5ĀýçĀþ0óýÿ1çÿĀûóĀûĀçùý5óù30ç ÿĀóû30ç 3õ31ç Āÿõ0Āç Āùõù0ç ùĀõýûç 33õþùç ÿÿõý3ç
��೥度 Ā11ç303ó0Āþç1ó005ó0ÿ0çĀÿýó500çĀ05ó50ĀçùýĀóÿ1ûç Ā5óÿÿ1ç 3õ3ùç Āÿõ15ç Ā1õþĀç ùĀõÿ0ç 35õ5ûç ÿĀõ0ùç
��೥度 Āù1ç305ó505ç1ó005óûý5çĀÿýó1ýýçĀ0ýóùû1çùþ1óù3ùç Āÿóÿû5ç 3õùĀç Āÿõ0ÿç Ā1õĀ0ç ùĀõĀ3ç 3ýõûûç ÿÿõþÿç
��೥度 Ā30ç30Āóùû5ç1ó01ÿóûÿûçĀĀĀó315çĀ1ûóþĀ1çùþþó1ù1ç100ó5Āùç 3õùĀç Āÿõ1ùç Ā1õ5ûç 30õùĀç 3ýõ30ç ÿĀõý1ç
��೥度 Ā33ç30Āó5ýýç1ó010óþûĀçĀĀ1óÿù5çĀ11óûÿûçùþ5óý5ùç100ó3Ā1ç 3õùþç Āÿõ13ç Ā1õĀ0ç 30õùûç 3ýõûùç ÿĀõ0ûç
3�೥度 Āû0ç310ó30Āç ĀĀĀóþ5ûçĀÿ0ó511çĀ05ó00ùçùþýóýùĀç103óûù5ç 3õùùç Āÿõ0ÿç Āùõ30ç 30õ5þç 3þõ3Āç ÿĀõ15ç

　

集
計
学
校
数
を
21
年
度
と
比
較
す
る
と
、

男
子
校
が
25
校
、
女
子
校
が
33
校
減
少
し
た
の

に
対
し
、
共
学
校
は
�2
校
増
加
し
て
い
ま
す
。
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ද̏　ن໛ผͷಈ޲
ೖֶ定һ
۠ ç 分 ೥度 ܭ　ू

਺ߍֶ
ೖֶ定һ
"

ऀئࢤ
#

受ऀݧ
$

合格ऀ
%

ೖֶऀ
&

ഒ཰ئࢤ
#�"

合格཰
%�$

าཹ཰
&�%

ೖֶ定һ
ॆ଍཰
&�"

ߍ ਓ ਓ ਓ ਓ ਓ ഒ ˋ ˋ ˋ

100ਓະຬ
�� 5Ā 3óþý0ç 5óý35ç 5ó55þç 5ó0ùĀç ùóþ55ç 1õ50ç Ā0õ50ç 5ûõþÿç þ3õùþç
3� 5ÿ 3óýĀûç 5óÿ5ýç 5óþ55ç 5ó035ç ùóþý3ç 1õ5Āç ÿþõûĀç 5ûõÿÿç þûõÿ0ç

100ਓ以上
ù00ਓະຬ

�� ù1ù 31óýĀ0ç 5ÿó3þùç 5þó3Ā1ç 5ûó05þç ùýó5ùýç 1õÿûç Āûõ1Āç ûĀõ0þç ÿ3õþ0ç
3� ù1Ā 3ùóþû3ç 5ÿó35ÿç 5þóû30ç 53óĀ10ç ùýóûû3ç 1õþÿç Ā3õÿþç ûĀõ05ç ÿ0õþýç

ù00ਓ以上
300ਓະຬ

�� 3ýĀ ÿĀóù0þç ù31ó0ùþç ùùþó0ýýç ù0ÿóþ35ç þýóû5ýç ùõ5Āç Ā1õĀ3ç 3ýõý3ç ÿ5õþ1ç
3� 3þ5 Ā0óþûûç ù3ûó15ùç ù30ó031ç ù1ùóĀ3ûç þþó1Ā3ç ùõ5ÿç Āùõ5þç 3ýõù5ç ÿ5õ0þç

300ਓ以上
û00ਓະຬ

�� ùþ5 Āùóÿýÿç ùýĀóþ53ç ùýûó3ýþç ùûùóùÿýç ÿùóþ11ç ùõĀ0ç Ā1õý5ç 3ûõ1ûç ÿĀõ0ýç
3� ùþý Ā3óù1ÿç ùýþó553ç ùýùóù11ç ùû0ó510ç ÿùóĀ0Āç ùõÿþç Ā1õþùç 3ûõûþç ÿÿõĀûç

û00ਓ以上
500ਓະຬ

�� 1Āý ÿûóĀýþç ùýùóùýÿç ù5þóÿ31ç ù3ûóĀ15ç þùóĀþÿç 3õ0Āç Ā1õ11ç 31õ0þç ÿ5õÿĀç
3� 1ÿĀ ÿ1óĀû1ç ùûþóþýùç ùû3óùýûç ùùùóýùĀç ýĀó30ùç 3õ0ùç Ā1õ5ùç 31õ13ç ÿûõ5ÿç

500ਓ以上
ý00ਓະຬ

�� Ā3 ûĀóÿ0ÿç 1ûýóÿù1ç 1û3óþ05ç 135óù0ùç 3Āóþý3ç ùõĀ5ç Āûõ0ÿç ùĀõû1ç þĀõÿ3ç
3� Ā3 ûĀóÿýÿç 1ûþóÿ10ç 1ûûóýùÿç 13ýó5ûþç 3Āóÿùýç ùõĀýç Āûõû1ç ùĀõ1þç þĀõÿýç

ý00ਓ以上
ÿ00ਓະຬ

�� ý5 ûùóý3ÿç 13ùó31ùç 1ùĀó3þÿç 11ÿó5ù0ç 3ûó5ÿ1ç 3õ10ç Ā1õý1ç ùĀõ1ÿç ÿ1õ10ç
3� ý3 û1ó3ûþç 1ù3óù15ç 1ù0ó5ûûç 110óÿýûç 33óþýûç ùõĀÿç Ā1õĀþç 30õûýç ÿ1õýýç

ÿ00ਓ以上
1ó000ਓະຬ

�� 10 ÿó5Ā0ç 3ùóù5ýç 31óĀý0ç ùþóþ35ç þóù3ýç 3õþýç ÿýõþÿç ùýõ0Āç ÿûõùûç
3� 11 Āó3Ā0ç 31óý0Āç 31óùþýç ùþó53ÿç þó5ÿÿç 3õ3þç ÿÿõ05ç ùþõ55ç ÿ0õÿ1ç

1ó000ਓ以上
�� û 5óýù0ç 1þóùĀĀç 1ûóÿþýç 1ûóùý1ç 3óùþýç 3õ0ÿç Ā5õÿþç ùùõĀþç 5ÿõùĀç
3� 3 ûóýý0ç 1Āó3û1ç 1ÿóþ05ç 1þó3û3ç 3óĀ05ç ûõ15ç Āùõþùç ùùõ5ùç ÿ3õÿ0ç

合　ܭ
�� 1óùÿ3çû0Āó1ûÿç1ó155óþû3ç1ó13ùó131ç1ó0û0óþû0ç3ûýóùÿùç ùõÿùç Ā1õĀ3ç 33õùþç ÿûõý3ç
3� 1óùÿþçû0þóý05ç1ó135óý5ýç1ó113óÿûûç1ó0ùþó310ç3û3óýĀ3ç ùõþĀç Āùõù3ç 33õûýç ÿûõ3ùç
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規
模
別
の
動
向
（
表
３
）

　

規
模
別
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も
高
い

の
は
、
１
校
当
た
り
の
入
学
定
員
が
１
０
０
０

人
以
上
の
学
校
で
、
以
下
、
８
０
０
人
以
上

１
０
０
０
人
未
満
、
４
０
０
人
以
上
５
０
０

人
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
入
学
定
員

充
足
率
が
最
も
高
い
の
は
、
３
０
０
人
以
上

４
０
０
人
未
満
の
学
校
で
、
以
下
、
２
０
０

人
以
上
３
０
０
人
未
満
、
４
０
０
人
以
上

５
０
０
人
未
満
の
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

志
願
倍
率
の
高
い
入
学
定
員
の
区
分
と
、

入
学
定
員
充
足
率
の
高
い
入
学
定
員
の
区
分

と
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
₁₀
年
の
入
学
定
員
充
足
状
況
（
図
１
）

　

21
年
度
の
入
学
定
員
充
足
率
が
１
０
０
％

未
満
の
学
校
は
９
８
８
校
で
、
全
体
の
��
・６

％
の
割
合
で
し
た
。
3�
年
度
は
８
９
７

校
で
、
全
体
の
��
・
７
％
の
割
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。
15
歳
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
で

も
、
こ
こ
数
年
は
入
学
定
員
充
足
率
１
０
０

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

,

,

,

,

,

,

図１　
（校）

（右軸）
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問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
５
２
・
７
８
５
３

Ｅ
メ
ー
ル　

DFOUFS!
TIJHBLV�HP�KQ

％
未
満
の
学
校
数
の
割
合
に
大
き
な
増
減
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連 載 　52

創
立
90
周
年
《
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育
》
を
振
り
返
る

学
校
法
人 

興
國
学
園
　
理
事
長
・
校
長
　
草
島 

葉
子

　

学
校
法
人�
興
國
学
園�

興
國
高
等
学
校

は
、
大
正
15
年
、
興
國
商
業
学
校
と
し
て
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
理
事
長
の
草
島
惣
治

郎
（
１
８
９
６
〜
１
９
６
９
年
・
山
形
県
出

身
）
は
、
東
京
商
科
大
学
（
現
・
一
橋
大
学
）

で
学
び
、
高
瀬
荘
太
郎
氏
（
後
に
東
京
商
科

大
学
学
長
、
第
66
代
文
部
大
臣
）
の
薫
陶
を

受
け
た
こ
と
が
縁
で
、
大
阪
で
の
商
業
教
育

構
築
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
商
業

教
育
を
礎
に
国
を
興
す
と
い
う
こ
と
か
ら
興

国
と
名
付
け
ら
れ
、
昭
和
38
年
に
普
通
課

程
を
併
設
、
興
國
高
等
学
校
と
な
り
、
途
中

男
女
共
学
を
経
て
、
現
在
は
、
男
子
校
と
し

て
約
２
３
０
０
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。３

年
間
に
わ
た
っ
た
創
立
₉₀
周
年
行
事　

～
感
謝
の
思
い
を
継
承
す
る
た
め
に
～

　

平
成
28
年
、
本
学
園
は
創
立
90
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
創
立
以
来
、保
護
者
の
皆
様
方
、

卒
業
生
、
地
域
の
方
々
、
教
職
員
…
な
ど
多

く
の
ご
関
係
の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
て
き
た

学
園
で
す
。「
周
年
行
事
」
は
、
そ
ん
な
学

園
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

へ
の
〝
感
謝
の
思
い
〟
を
継
承
す
る
機
会
と

捉
え
、
特
に
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
90
周
年
記
念
行
事
」
に
お
い
て
は
、
28

年
前
後
の
年
を
含
め
た
3
年
間
を�

〝
ア
ラ
ウ

ン
ド
90
〟
と
設
定
し
、
27
年
12
月
に
新
西
館

（
８
階
建
て
）を
、29
年
６
月
に
ア
リ
ー
ナ（
地

下
１
階
、地
上
４
階
建
て
の
講
堂
兼
体
育
館
）

を
竣
工
し
ま
し
た
。

　

教
育
環
境
の
整
備
は
、
生
徒
の
才
能
や
可

能
性
を
健
や
か
に
伸
ば
す
た
め
の
本
学
園
の

重
点
項
目
で
、
こ
れ
ま
で
も
周
年
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
捉
え
、
建
て
替
え
、
増
築
作
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
竣
工
で

は
、
新
西
館
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の
瀟し

ょ
う洒し
ゃ

な
オ
フ
ホ
ワ
イ
ト
の
外
観
に
、
ラ
ン
プ
や

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
な
ど
を
あ
し
ら
い
、
重
厚
な

が
ら
優
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
そ
の
一

方
で
、
各
教
室
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設 ΞϦʔφ�֊・ΞεϨνοΫηϯλʔ

置
し
、
校
内
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
完
備
し
ま
し
た
。ア
リ
ー
ナ
で
は
、

電
動
観
覧
席
、
劇
場
さ
な
が
ら
の
３
層
に

及
ぶ
観
覧
席
を
有
し
た
収
容
力
（
２
３
０
０

名
）
や
、
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が

備
わ
っ
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
当
初
、「
男
子
校
と
は
思

え
な
い
！
」
と
よ
く
驚
か
れ
ま
し
た
が
、
学

校
だ
か
ら
こ
う
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
生
徒
た
ち
の
感
性
を
刺
激
す
る
空
間
を

提
供
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
竣
工
か
ら
１
年
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、生
徒
た
ち
も
丁
寧
に
利
用
し
て
、

毎
日
笑
顔
が
輝
く
空
間
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

﹁
新
・
建
学
の
精
神
﹂
の
再
確
認

～
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育
改
革
を
振
り
返
る
～

　

創
立
90
周
年
の
節
目
に
、
学
園
が
取
り
組

む
べ
き
大
切
な
こ
と
が
も
う
一
つ
。
平
成
12

年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
学
園
改
革
」
の
軌

跡
を
振
り
返
り
、
来
る
創
立
１
０
０
周
年
に

向
け
て
、学
園
と
し
て
次
の
10
年
間
ど
う
い
っ

た
こ
と
に
挑
戦
す
る
べ
き
か
、
今
、
何
に
着

手
し
て
お
く
べ
き
か
を
、
コ
ー
ス
主
任
な
ど

リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
決
意
を
促
す
こ
と
で
し
た
。

　
「
学
園
改
革
」
が
始
動
し
た
13
年
当
時
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

13
年
の
年
明
け
、
少
子
化
の
影
響
が
一
気

に
現
れ
、
受
験
生
が
激
減
し
ま
し
た
。「
こ

の
ま
ま
で
は
５
年
も
す
れ
ば
学
校
は
つ
ぶ
れ

る
」
と
の
草
島
一
前
理
事
長
の
言
葉
を
き
っ

か
け
に
、
教
職
員
ら
が
一
致
団
結
、
改
革
に

乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

法
人
主
導
に
よ
る
コ
ー
ス
の
再
構
築
、
学

校
全
体
で
10
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
、「
学
力
不
振
・
習
熟
度
別
学
習
検
討
チ
ー

ム
」「
国
際
化
検
討
チ
ー
ム
」
な
ど
教
師
全

員
参
加
で
学
園
内
の
課
題
を
話
し
合
い
、
最

終
的
に
、
50
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
教
職
員
の
士
気
を
高
め
る
た
め
、

給
与
シ
ス
テ
ム
も
見
直
し
ま
し
た
。

　

前
理
事
長
が
掲
げ
た
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教

育
」
と
い
う
教
育
理
念
を
柱
に
遂
行
さ
れ
た

た
め
、13
年
か
ら
の
学
園
の
挑
戦
の
数
々
は
、

い
つ
し
か
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育
改
革
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育
」
は
、
石
川
洋よ

う

氏

（
※
）
の
「
一
人
に
は
一
つ
の
光
が
あ
る
」

の
教
え
を
根
本
と
し
て
い
ま
す
。
教
育
講
演

会
で
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
石
川
氏
に

多
く
を
学
ん
だ
前
理
事
長
は
、
自
身
の
そ
れ

ま
で
の
教
育
者
人
生
を
顧
み
て
、「
学
力
と

い
う
モ
ノ
サ
シ
だ
け
で
生
徒
を
判
断
す
る
よ

う
な
教
育
は
、
人
と
し
て
の
一
点
を
捉
え
た

に
過
ぎ
な
い
。
自
分
の
長
所
、
得
意
な
と
こ

ろ
で
夢
や
目
標
を
見
つ
け
、
そ
こ
で
人
間
と

し
て
の
力
を
伸
ば
し
て
い
こ
う
」
と
の
教
育

観
に
辿
り
着
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
教
育
観
を
柱
に
、「
ど
の
偏
差
値
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
」
と
い
っ
た
既

存
の
考
え
方
で
は
な
く
、「
偏
差
値
の
層
を

縦
に
幅
広
く
と
っ
て
生
徒
の
注
目
を
集
め
る

に
は
ど
ん
な
コ
ー
ス
を
用
意
す
べ
き
か
」
と

い
っ
た
考
え
方
で
、
学
園
の
教
育
を
新
た
に

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
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そ
の
結
果
、
13
年
、
普
通
科
に
特
進
コ
ー

ス
の
「
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
」
と
、
標
準

コ
ー
ス
の
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
」
を
設

置
。
さ
ら
に
商
業
科
を「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
科
」

と
改
称
、
従
来
の
商
業
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
刷

新
を
図
り
ま
し
た
。
16
年
、
公
務
員
・
保
育

士
を
目
指
す
「
キ
ャ
リ
ア
ト
ラ
イ
コ
ー
ス
」、

20
年
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
難
関
大
学
進

学
を
共
に
実
現
さ
せ
る
「
ア
ス
リ
ー
ト
ア
ド

バ
ン
ス
コ
ー
ス
」、
25
年
、
医
歯
薬
・
超
難

関
大
学
進
学
を
目
指
す
「
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ

ン
ス
ク
ラ
ス
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の

生
徒
が
輝
け
る
よ
う
、
多
様
な
コ
ー
ス
を
設

置
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育
」
の
理
念
に
基
づ

き
「
一
人
ひ
と
り
を
よ
く
観
て
大
切
に
育
て

よ
う
」
と
い
っ
た
学
園
の
教
育
は
、
す
ぐ
に

従
来
の
偏
差
値
教
育
で
は
満
た
さ
れ
な
か
っ

た
生
徒
や
保
護
者
の
方
に
ご
支
持
い
た
だ
け ӳڭޠҭ͸ωΠςΟϒによるνʔϜςΟʔνϯά

る
よ
う
に
な
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
今
で
は
定

員
を
大
き
く
上
回
る
専
願
者
に
受
験
い
た
だ

き
、
生
徒
数
も
20
年
間
で
約
２
倍
に
及
ぶ
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

28
年
・
創
立
90
周
年
の
節
目
に
、
教
職
員

一
同
、
今
日
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
に
つ

け
、
学
園
に
と
っ
て
、「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」

の
教
育
理
念
は
、
新
た
な
「
建
学
の
精
神
」

と
も
言
え
る
教
え
で
あ
っ
た
と
改
め
て
か
み

し
め
て
お
り
ま
す
。
学
園
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち

も
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
を
思
い
、
夢
中

で
走
り
続
け
て
来
た
こ
れ
ま
で
の
日
々
が
、

い
か
に
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
精
神
」
に
導
か

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、そ
し
て
引
き
続
き
、

「
教
育
の
柱
」
と
し
て
自
分
た
ち
の
真
ん
中

に
据
え
て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
る
か
を
実
感

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

※�

石
川�

洋
（
１
９
３
０
〜
２
０
１
５
年
）

托
鉢
者・
無
所
有
奉
仕
の
生
涯
を
送
っ
た

﹃
一
燈
園
﹄の
創
始
者・西
田
天
香
師
に
師
事
。

﹁
男
子
校
﹂
だ
か
ら
こ
そ
の
強
み

　
　
　
～
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育
の
粋
～

　

現
在
、
男
子
校
は
大
阪
市
内
に
4
校
。
こ

こ
10
年
で
府
内
12
校
が
共
学
化
す
る
中
、
本

学
園
は
、
昭
和
50
年
に
一
度
男
女
共
学
制
に

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
数
年
で
共

学
か
ら
男
子
校
と
な
る
道
を
選
ん
だ
大
変
珍

し
い
学
園
で
す
。
非
常
に
勇
気
の
い
る
決
断

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

教
育
」
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
男

子
校
」
の
道
を
選
ん
だ
こ
と
は
正
し
い
こ
と

で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

男
子
は
、
同
じ
目
的
を
持
っ
た
者
同
士
が

集
ま
る
と
、本
音
で
磨
き
合
い
ま
す
。
ま
た
、

男
子
は
、
経
験
を
基
に
熱
く
物
事
を
語
り
、

創
り
だ
し
ま
す
の
で
、
経
験
を
積
む
ほ
ど
に

た
く
ま
し
く
な
り
ま
す
。そ
の
う
え
男
子
は
、

一
つ
の
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
、
単
線
を
ゆ
っ

く
り
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
信
頼
す

る
教
師
に
、
そ
の
興
味
の
糸
を
引
っ
張
っ
て

も
ら
え
た
と
き
、
驚
く
ほ
ど
の
成
長
を
遂
げ

ま
す
。
本
学
園
で
の
３
年
間
で
、そ
ん
な〝
男

子
本
来
の
野
性
〟
を
上
手
に
引
き
出
し
、
目

を
見
張
る
よ
う
な
成
長
を
遂
げ
た
生
徒
の
例

は
、
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
他
人
と

比
較
し
な
く
て
い
い
、昨
日
の
自
分
に
克
て
」

と
い
っ
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
精
神
を
も
っ
て
、

〝
正
し
い
習
慣
〟
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

本
学
園
で
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
教
師

ら
の
熱
い
指
導
を
〝
興
國
メ
ソ
ッ
ド
〟、
教 ମҭେձの最ޙΛ০る3೥ੜによるʮΤοαοαʯ

師
と
生
徒
の
絆
や
そ
れ
ら
が
成
し
得
た
偉
業

を
た
た
え
〝
興
國
魂
〟
な
ど
と
言
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
〝
男
子
の
み
〟
を

教
育
し
て
き
た〝
メ
ソ
ッ
ド
〟〝
魂
〟に
こ
そ
、

「
興
國
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育
」の
粋
が
集
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

﹁
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
教
師
﹂
を
育
成

　
　

�

～
生
徒
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
～

　

来
た
る
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
、
学
園

と
し
て
は
、
引
き
続
き
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教

育
」
を
た
ゆ
ま
ず
や
り
続
け
て
い
く
の
み
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今

は
、
生
徒
に
信
頼
さ
れ
、
か
つ
生
徒
を
伸
ば

す
こ
と
の
で
き
る
よ
い
教
師
を
ど
ん
ど
ん
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
本
当
に
偉
大
な
教
師
と
い
う
の
は
、
生

徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
」（
ウ
ィ
リ
ア
ム・ア
ー

サ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
に
は
、
教
師

の
心
に
火
が
つ
い
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
校
に
は
約
２
０
０
名
の
教
師
が

お
り
ま
す
が
、
彼
ら
と
と
も
に
自
分
で
光
を

放
て
る
教
師
と
な
っ
て
、
生
徒
の
夢
を
一
つ

で
も
多
く
叶
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

草
島　

葉
子
（
く
さ
じ
ま　

よ
う
こ
）

　

平
成
8
年
に
学
校
法
人�

興
國
学
園

理
事
長
。
13
年
に
興
國
高
等
学
校
副
校

長
。
25
年
か
ら
現
職
。
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加
入
者
が
退
職
す
る
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
続
き
が
必
要
で
す
。
貯
金
事
業
に
は
早

め
に
手
続
き
が
必
要
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
誌
に
同
封
し
た
「
退
職
者
向
け

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
も
併
せ
て
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ〔
事
務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
〕及
び〔
加

入
者
用
ペ
ー
ジ
〕
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

%-�

…
各
様
式
用
紙
等
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ〔
様
式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
資
格
関
係�

　
　
　

ç　
　
　

業
務
部　

資
格
課

　
　
　
　

掛
金
課

　
資
格
喪
失
報
告
書
の
提
出
　

・�

加
入
者
が
退
職
し
た
場
合
は
「
資
格
喪
失

報
告
書
%-
」
を
退
職
日
か
ら
��
日
以
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

退
職
日
の
翌
日
（
資
格
喪
失
日
）
か
ら
加

入
者
証
や
加
入
者
被
扶
養
者
証
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。「
資
格
喪
失
報
告
書
」
に
加

入
者
証
や
加
入
者
被
扶
養
者
証
を
添
付
し

て
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
等
で
添
付

で
き
な
い
場
合
は
「
加
入
者
証
等
返
納
不

能
届
書
%-�

」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

高
齢
受
給
者
証
や
限
度
額
適
用
認
定
証
等

が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
併
せ
て
返
納

し
て
く
だ
さ
い
。

【
年
金
等
給
付
加
入
者
記
録
票
の
交
付
】

　

70
歳
未
満
の
加
入
者
に
は
、
資
格
喪
失
の

確
認
通
知
書
と
と
も
に
「
年
金
等
給
付
加
入

者
記
録
票
」
を
学
校
法
人
等
宛
て
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
退
職
し
た
加
入
者
に
必
ず
渡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
年
金
等
給
付
加
入
者
記
録
票
」
に
は
、

将
来
年
金
を
請
求
す
る
と
き
に
必
要
な
加
入

者
番
号
や
加
入
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

年
金
等
給
付
の
加
入
者
期
間
は
資
格
喪
失

日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

月
末
に
退
職
し
た
場
合
は
退
職
月
ま
で
、

月
途
中
で
退
職
し
た
場
合
は
退
職
月
の
前

月
ま
で
が
加
入
者
期
間
に
な
り
ま
す
。

【
��
歳
以
上
の
加
入
者
が
退
職
し
た
場
合
】

　

75
歳
以
上
の
加
入
者
が
退
職
し
た
場
合
も

「
資
格
喪
失
報
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い

る
特
定
教
職
員
等
は
、
年
金
等
給
付
・
短
期

給
付
と
も
に
私
学
共
済
制
度
の
適
用
か
ら
外

れ
、
掛
金
等
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
も
あ

り
、
資
格
喪
失
の
報
告
漏
れ
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
任
意
継
続
加
入
の
申
し
出

【
加
入
の
要
件
】

　

退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
と
１
日
以

上
加
入
者
で
あ
っ
た
人

　

た
だ
し
、
過
去
の
任
意
継
続
加
入
者
で

あ
っ
た
期
間
は
通
算
で
き
ま
せ
ん
。

【
利
用
で
き
る
給
付
等
】

・
短
期
給
付

　

た
だ
し
、
資
格
喪
失
後
の
給
付
と
し
て
傷

病
手
当
金
・
出
産
手
当
金
の
要
件
に
該
当
し

て
い
る
場
合
（
９
頁
「
短
期
給
付
関
係
」
を

参
照
）
を
除
き
、
休
業
給
付
は
請
求
で
き
ま

せ
ん
。

・
福
祉
事
業

　

た
だ
し
、
貸
付
け
と
積
立
貯
金
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

※�

年
金
等
給
付
は
継
続
加
入
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
へ
の

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
任
意
継
続
加
入
者
に
な
れ
る
期
間
】

　

最
長
で
２
年
間
で
す
。

　

た
だ
し
、
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
た
め
、
２
年
の

満
了
前
で
も
自
動
的
に
資
格
喪
失
し
ま
す
。

【
任
意
継
続
の
掛
金
額
】

　

退
職
時
の
標
準
報
酬
月
額
又
は
任
意
継
続

加
入
者
に
か
か
る
標
準
報
酬
月
額
の
上
限
額

（
平
成
30
年
度
は
38
万
円
）
の
う
ち
い
ず
れ

か
低
い
額
を
基
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

【
任
意
継
続
加
入
の
手
続
き
】

・�「
任
意
継
続
加
入
者
申
出
用
資
格
喪
失
報

告
書
%-
」
を
退
職
日
か
ら
ù÷
日
以
内
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

後
日
、加
入
者
の
届
け
出
住
所
宛
て
に「
任

意
継
続
加
入
者
証
（
任
意
継
続
加
入
者
被

扶
養
者
証
）」
と
「
任
意
継
続
掛
金
納
付

通
知
書
」「
任
意
継
続
加
入
者
の
し
お
り
」

「
口
座
振
替
依
頼
書
（
希
望
者
の
み
）」
等

を
送
付
し
ま
す
。

【
任
意
継
続
掛
金
の
納
付
】

・�

納
付
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
ら
直
ち
に
掛

金
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
ま
で

に
納
付
を
確
認
で
き
な
い
と
、
任
意
継
続

加
入
者
の
資
格
を
喪
失
又
は
資
格
取
得
が

取
り
消
し
に
な
り
ま
す
。

・�

口
座
振
替
を
選
択
し
た
場
合
、「
口
座
振

替
依
頼
書
（
３
枚
組
）」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、金
融
機
関
の
確
認
印（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
確
認
印
が
不
要
で
す
）
を
受
け
て

本
事
業
団
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

口
座
振
替
が
開
始
と
な
る
月
は
、
手
続
き

完
了
後
に
送
付
す
る
「
任
意
継
続
掛
金
口

座
振
替
開
始
に
つ
い
て
（
連
絡
）」
に
記

載
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
あ
ら

か
じ
め
任
意
継
続
加
入
者
に
送
付
し
た
納

付
通
知
書
に
よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

「
任
意
継
続
加
入
者
申
出
用
資
格
喪
失
報

告
書
」
に
あ
る
「
給
付
金
の
受
取
口
座
」

欄
は
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
人
が
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

退
職
時
の
手
続
き

―
資
格
・
短
期
給
付
・
年
金
等
給
付
・
貯
金
事
業
・
貸
付
事
業
―
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退
職
後
も
、
次
の
資
格
喪
失
後
の
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
他
の
健
康
保
険
制
度
（
国
民
健

康
保
険
を
除
き
ま
す
）
に
本
人
と
し
て
加
入

し
た
場
合
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
資
格
喪
失
後
の
給
付
に
付
加
給
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

短
期
給
付
の
請
求
の
時
効
は
２
年
で
す
。

　
資
格
喪
失
後
の
出
産
費
　

【
支
給
の
要
件
】

　

退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入

者
で
あ
っ
た
人
が
資
格
喪
失
後
６
か
月
以
内

に
出
産
し
た
場
合

　

次
の
①
又
は
②
の
と
お
り
資
格
喪
失
後
の

出
産
費
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�

資
格
喪
失
後
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合
は
、
私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失

後
の
出
産
費
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②�

資
格
喪
失
後
、
被
扶
養
者
に
な
っ
た
場
合

は
、
家
族
出
産
費
（
又
は
家
族
出
産
育
児

一
時
金
）
を
受
け
る
か
、
私
学
共
済
制
度

の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費
を
受
け
る
か
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

（
両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。

【
請
求
手
続
き
】

　

加
入
者
期
間
中
と
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、

学
校
法
人
等
を
通
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
短
期
給
付
関
係　
業
務
部　
短
期
給
付
課

・�「
直
接
支
払
制
度
」
を
利
用
す
る
場
合
は
、

「
私
学
事
業
団
の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費

を
受
け
る
権
利
が
あ
る
旨
」
の
証
明
書
を

医
療
機
関
等
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、「
資
格
喪
失
後
出
産
費
の
受
給
資
格

証
明
書
発
行
依
頼
書
%-
」
で
証
明
書
の

発
行
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

・�「
受
取
代
理
制
度
」
を
利
用
す
る
場
合
は
、

出
産
予
定
日
の
２
か
月
前
以
降
に
「
出
産

費
等
申
請
書
（
受
取
代
理
用
）
%-
」
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費

を
受
け
、
引
き
続
き
養
育
す
る
場
合
は
、

出
産
祝
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
（
請
求
手
続

き
は
不
要
で
す
）。

　
資
格
喪
失
後
の
出
産
手
当
金
　

【
支
給
の
要
件
】

①�

退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入

者
で
あ
っ
た
人
が
、
退
職
時
に
出
産
手
当

金
を
受
け
て
い
た
場
合

②�

在
職
中
に
出
産
手
当
金
を
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
な
が
ら
給
付
額
以
上
の
報
酬

が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め
出
産
手
当
金
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
場
合

　

た
だ
し
、
在
職
中
は
休
業
（
欠
勤
）
せ
ず

勤
務
し
て
い
た
場
合
は
、
資
格
喪
失
後
の
出

産
手
当
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
支
給
期
間
】

　

出
産
日
以
前
42
日
か
ら
出
産
日
後
56
日
ま

で
の
間
継
続
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
請
求
手
続
き
】

　

加
入
者
期
間
中
と
同
じ
で
す
。
必
ず
学
校

法
人
等
を
通
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
資
格
喪
失
後
の
傷
病
手
当
金
　

【
支
給
の
要
件
】

①�

退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入

者
で
あ
っ
た
人
が
、
退
職
後
も
労
働
能
力

が
な
く
療
養
し
て
い
る
状
態
が
継
続
し
て

い
る
場
合

②�

在
職
中
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
な
が
ら
、
傷
病
手
当
金
の
基
本

額
以
上
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め

傷
病
手
当
金
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
場
合

【
支
給
期
間
】

・�

受
給
期
間
満
了
日
（
支
給
開
始
か
ら
１
年

６
か
月
）を
限
度
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

・�

退
職
時
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
て
い
た
場

合
は
、
支
給
期
間
の
残
期
間
に
つ
い
て
継

続
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
請
求
手
続
き
】

・�

加
入
者
期
間
中
と
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、

学
校
法
人
等
を
通
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・�【
支
給
の
要
件
】
②
の
場
合
、
初
回
は
必
ず

学
校
法
人
等
を
通
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

【
支
給
対
象
外
】

・�

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
け
る
た
め
求

職
の
申
し
込
み
を
し
た
場
合
は
、
傷
病
手

当
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・�

障
害
給
付
（
年
金
又
は
一
時
金
）
及
び
老

齢
・
退
職
の
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
に

は
、
傷
病
手
当
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の

日
額
が
傷
病
手
当
金
の
日
額
を
下
回
る
場

合
は
、
そ
の
差
額
を
傷
病
手
当
金
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
資
格
喪
失
後
の
埋
葬
料
　

【
支
給
の
要
件
】

　

加
入
者
が
退
職
後
３
か
月
以
内
に
死
亡
し

た
場
合

【
請
求
手
続
き
】

　

加
入
者
期
間
中
と
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、

学
校
法
人
等
を
通
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
等
給
付
関
係　
年
金
部 

年
金
第
一
課

老
齢
・
退
職
の
年
金
の
決
定
を

受
け
て
い
な
い
人
が
退
職
し
た
場
合

　

老
齢
・
退
職
の
年
金
（
新
３
階
年
金
を
除

き
ま
す
）
を
受
給
す
る
に
は
、
必
要
な
受
給

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で

す
が
、
年
齢
に
応
じ
て
、
次
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。

※�

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格

期
間
は
、
平
成
29
年
８
月
に
原
則
25
年
か

ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
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特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
（
退
職
共
済

年
金
）の
支
給
開
始
年
齢
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

被
用
者
年
金
制
度
一
元
化
前
（
平
成
27
年

９
月
以
前
）
は
、
私
学
共
済
の
加
入
者
期
間

が
１
年
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、

一
元
化
後
は
私
学
共
済
と
厚
生
年
金
保
険
、

公
務
員
共
済
組
合
の
加
入
期
間
の
合
計
が
１

年
以
上
あ
れ
ば
、
受
給
権
が
発
生
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

��
歳
か
ら
の
老
齢
・
退
職
の
年
金

　

私
学
共
済
の
加
入
者
期
間
が
１
月
以
上
で

受
給
権
が
発
生
し
ま
す
（
一
元
化
前
は
在
職

中
の
人
は
私
学
共
済
の
加
入
者
期
間
が
１
年

以
上
あ
る
こ
と
が
要
件
で
し
た
）。

【
老
齢
・
退
職
の
年
金
の
請
求
手
続
き
】

　

在
職
中
に
支
給
開
始
年
齢
に
到
達
又
は
支

給
開
始
年
齢
到
達
後
に
加
入
者
期
間
が
１
年

以
上
に
な
っ
た
人
に
は
、
学
校
法
人
等
宛
て

に
請
求
手
続
き
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
未
請
求
の
場
合
は
、
速
や
か
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

年
金
請
求
の
時
効
は
５
年
で
す
。
５
年
を
過

ぎ
る
と
給
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

･
�

昭
和
30
年
２
月
２
日
以
後
生
ま
れ
の
人

で
、
支
給
開
始
年
齢
到
達
に
よ
り
年
金
の

受
給
権
が
発
生
す
る
場
合
は
、
支
給
開
始

年
齢
が
同
時
期
の
実
施
機
関
の
中
で
最
後

に
加
入
し
た
実
施
機
関
か
ら
、
受
給
権
発

生
の
３
か
月
前
に
請
求
手
続
き
に
関
す
る

案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

・�

海
外
に
居
住
し
て
い
る
人
に
は
、
請
求
案

内
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
請
求
時
期
に
な

り
ま
し
た
ら
、
本
人
か
ら
本
事
業
団
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
年
金
（
新
３
階
年
金
）

　

退
職
年
金
は
、
平
成
27
年
10
月
以
降
の
加

入
者
期
間
を
有
し
て
い
る
人
が
対
象
と
な

り
、
次
の
【
受
給
要
件
】
①
〜
③
の
す
べ
て

に
該
当
し
た
と
き
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
受
給
要
件
】

①�

引
き
続
く
１
年
以
上
の
加
入
者
期
間
が
あ

る
こ
と　

②
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

③�

退
職
し
て
い
る
こ
と
（
70
歳
み
な
し
退
職

を
含
み
ま
す
）

【
請
求
手
続
き
】

　
【
受
給
要
件
】
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
し

た
人
に
は
、
本
人
宛
て
に
請
求
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
速
や
か
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

退
職
の
時
点
で
は
、
前
述
の
【
受
給
要
件
】

①
〜
③
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
な
い
人

で
も
、
将
来
、
有
期
退
職
年
金
を
選
択
一

時
金
で
受
給
す
る
場
合
に
備
え
て
、
学
校

法
人
等
か
ら
退
職
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が

発
行
さ
れ
る
場
合
は
、
保
管
す
る
よ
う
に

指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

海
外
に
居
住
し
て
い
る
人
に
は
、
請
求
案

内
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、【
受
給
要
件
】

に
該
当
し
ま
し
た
ら
本
人
か
ら
本
事
業
団

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
・
退
職
の
年
金
の
決
定
を

受
け
て
い
る
人
が
退
職
し
た
場
合

　

被
用
者
年
金
制
度
一
元
化
前
（
平
成
27
年

９
月
以
前
）
に
受
給
権
が
発
生
し
た
退
職
共

済
年
金
受
給
権
者
の
場
合
は
、
27
年
10
月
以

降
の
加
入
者
期
間
で
老
齢
厚
生
年
金
の
決
定

が
必
要
で
す
（
支
給
繰
下
げ
を
し
て
い
る
人

も
含
み
ま
す
）。
資
格
喪
失
を
確
認
後
、
請

求
書
を
本
人
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

※�

一
元
化
以
降
に
受
給
権
が
発
生
し
た
老
齢

厚
生
年
金
受
給
権
者
の
場
合
は
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
後
の
年
金

は
自
動
的
に
決
定
・
改
定
を
行
い
、
通
知

し
ま
す
。

支
給
繰
下
げ
し
て
い
る
人

　

65
歳
以
降
の
年
金
に
つ
い
て
支
給
繰
下
げ

を
希
望
し
て
い
る
場
合
は
、
退
職
し
て
も
年

金
の
支
給
は
開
始
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
元
化
後

は
、
退
職
の
時
点
に
よ
っ
て
、
繰
下
げ
請
求

で
き
な
く
な
っ
た
り
、
繰
下
げ
請
求
す
る
時

点
が
限
ら
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
事
業
団
か
ら
支
給
繰
下
げ
に
か
か
る
関

係
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受
給
開
始
の

時
期
を
確
認
の
う
え
、
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
、
本
人
か
ら
本
事
業
団
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

一
元
化
以
降
に
受
給
権
が
発
生
し
た
老
齢

厚
生
年
金
を
支
給
繰
下
げ
希
望
し
て
い
る

人
は
、
本
事
業
団
か
ら
退
職
に
よ
る
請
求

書
等
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
身
が

受
給
開
始
を
希
望
す
る
月
の
前
月
に
繰
下

げ
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

��
歳
未
満
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
た
人

　

求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
と
き
は
、
届
出

書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
事

業
団
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
年
金
（
新
３
階
年
金
）
の
請
求
が
必
要

な
人

　

引
き
続
く
１
年
以
上
の
私
学
共
済
の
加
入

者
期
間
が
あ
る
人
が
、
65
歳
以
降
に
退
職

（
70
歳
み
な
し
退
職
を
含
み
ま
す
）
し
た
場

合
や
、
退
職
後
に
65
歳
に
な
っ
た
場
合
は
、

「
退
職
年
金
決
定
・
改
定
請
求
書
」
を
本
人

宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

��
歳
の
「
み
な
し
退
職
」
後
、
実
際
に
退
職

し
た
人

　

資
格
喪
失
を
確
認
後
、
自
動
的
に
在
職
中

の
停
止
を
解
除
し
、本
人
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

��
歳
未
満
の
老
齢
・
退
職
の
年
金

ੜ೥月日 ೥ྸ
ত࿨ùÿ೥�月�日以前 ý0ࡀ
ত࿨ùÿ೥�月�日
� ʙ30೥�月�日

ý1ࡀ

ত࿨30೥�月�日
� ʙ3ù೥�月�日

ýùࡀ

ত࿨3ù೥�月�日
� ʙ3û೥�月�日

ý3ࡀ

ত࿨3û೥�月�日
� ʙ3ý೥�月�日

ýûࡀ

ত࿨3ý೥�月�日以ޙ ý5ࡀ
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国
民
年
金
へ
の
届
け
出

　

退
職
後
、
自
営
業
又
は
無
職
と
な
る
60
歳

未
満
の
加
入
者
や
被
扶
養
配
偶
者
は
、
市
区

町
村
の
国
民
年
金
の
担
当
窓
口
で
国
民
年
金

の
種
別
変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
貯
金
事
業
関
係　�
福
祉
部 

保
健
課

　
積
立
貯
金
の
解
約

　

送
金
を
希
望
す
る
月
の
前
月
ùü
日
（
土
・
日

曜
又
は
祝
日
の
場
合
は
直
前
の
平
日
）【
必
着
】

ま
で
に
、
学
校
法
人
等
を
通
し
てň

積
立
貯
金

解
約
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　　

　

解
約
の
手
続
き
が
な
い
場
合
、
資
格
喪
失

後
は
預
り
金
と
な
り
、
利
息
は
付
き
ま
せ
ん

の
で
、必
ず
解
約
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

預
り
金
の
払
い
戻
し
請
求
の
消
滅
時
効
は

10
年
で
す
。

　
積
立
共
済
年
金
の
脱
退

　

退
職
す
る
月
の
前
月
ùü
日
（
土
・
日
曜
又

は
祝
日
の
場
合
は
直
前
の
平
日
）【
必
着
】

ま
で
に
、
学
校
法
人
等
を
通
し
て
「
積
立

共
済
年
金
脱
退
申
出
書
」「
積
立
共
済
年
金

給
付
金
請
求
書
」「
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
申
告
書
類
」（
受
取
金
額
が
一
時
金

で
１
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
又
は
年
金
で

年
額
��
万
円
を
超
え
る
場
合
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

資
格
喪
失
後
も
脱
退
申
出
書
等
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
後
日
、
本
人
宛
て
に
未
提
出

で
あ
る
旨
を
通
知
し
ま
す
。

　

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

※�

積
立
共
済
年
金
の
給
付
請
求
の
時
効
は
３

年
で
す
。

【
給
付
コ
ー
ス
選
択
】

・�

年
齢
や
加
入
期
間
な
ど
の
条
件
（
受
給
資

格
）を
満
た
し
た
人
が
退
職
し
た
場
合
は
、

年
金
・
一
時
金
・
医
療
保
険
の
各
コ
ー
ス

か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�
年
金
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
場
合
は
、
10
年

を
限
度
と
し
て
年
単
位
で
受
給
開
始
時
期

を
繰
り
延
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
給

資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
脱
退

一
時
金
と
な
り
ま
す
。

〔
例
１
〕
５
月
か
ら
年
金
で
受
け
取
る
場
合

①�

２
月
25
日
ま
で
に
「
脱
退
申
出
書
」「
給

付
金
請
求
書
」「
個
人
番
号
申
告
書
類
」

を
提
出
（
退
職
〈
脱
退
〉
時
一
時
払
掛
金

の
払
い
込
み
を
申
し
込
む
場
合
は
１
月
25

日
が
申
し
出
の
締
め
切
り
で
す
）

②�

３
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
選
択
し

た
コ
ー
ス
の
給
付
を
５
月
か
ら
開
始

〔
例
２
〕
脱
退
一
時
金
で
受
け
取
る
場
合

①�

２
月
25
日
ま
で
に｢

脱
退
申
出
書
」「
給

付
金
請
求
書
」「
個
人
番
号
申
告
書
類
」

を
提
出

②�

３
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
３
月
下

旬
に
積
立
残
高
を
加
入
者
の
口
座
へ
送
金

※�

終
身
保
険
コ
ー
ス
は
現
在
、
新
規
の
取
り

扱
い
を
停
止
し
て
い
ま
す
。

　
共
済
定
期
保
険
の
脱
退

　
３
月
末
日
ま
で
に
退
職
し
、
４
〜
９
月
ま
で

（
保
険
料
納
付
済
期
間
）
の
保
障
を
希
望
し
な

い
場
合
は
、
３
月
末
日
ま
で
に
「
退
職
脱
退
申

出
書
」
を
学
校
法
人
等
を
通
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
納
付
済
み
前
期
分
の
保
険
料
は

６
月
中
に
加
入
者
の
口
座
へ
返
金
し
ま
す
。

　

脱
退
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
資
格
喪

失
後
も
９
月
ま
で
の
期
間
は
保
障
の
対
象
と

し
、
保
険
料
は
返
金
し
ま
せ
ん
。

　

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

※�

家
族
年
金
コ
ー
ス
及
び
医
療
保
障
コ
ー
ス

は
、
６
月
下
旬
に
配
当
金
を
送
金
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
配
当
金
は
登
録
の
個
人

口
座
に
送
金
し
ま
す
。
登
録
口
座
を
変
更

す
る
場
合
は
「
共
済
定
期
保
険
事
業
振
替

口
座
・
住
所
・
電
話
番
号
変
更
申
出
書
」
を

４
月
10
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

２
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
は
、
退
職
後

も
引
き
続
き
「
退
職
後
保
障
プ
ラ
ン
」
に

加
入
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は

共
済
定
期
保
険
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

共
済
定
期
保
険
の
給
付
請
求
の
時
効
は
３

年
で
す
。

※
共
済
定
期
保
険
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

０
１
２
０
（
７
１
６
）
２
６
７

　
（
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
）

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
の

ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン

　

ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

０
１
２
０
（
８
４
４
）
０
２
２

　
（
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
貸
付
事
業
関
係　�

福
祉
部 

貸
付
課

　

貸
付
け
を
利
用
し
て
い
る
加
入
者
が
資
格

を
喪
失
し
た
場
合
は
、
貸
付
金
残
額
の
全
部

を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

資
格
喪
失
処
理
後
、
学
校
法
人
宛
て
に
即

時
償
還
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

事
前
に
資
金
の
都
合
が
つ
く
場
合
は
、
在
職

中
に
全
額
任
意
償
還
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
福

祉
事
業
▼
加
入
者
貸
付　

貸
付
金
を
返
す
▼

貸
付
金
の
償
還
方
法
〕を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
任
意
償
還
の
手
続
き
】

　

毎
月
15
日
【
必
着
】
ま
で
に
「
貸
付
金

任
意
償
還
・
団
信
制
度
脱
退
申
出
書
%-
」�

を
提
出
す
る
と
、
そ
の
月
の
定
期
償
還
後
の

元
金
残
を
記
し
た
「
貸
付
金
任
意
償
還
通
知

書
」
と
「
払
込
取
扱
票
（
払
込
通
知
書
）」

を
学
校
法
人
等
宛
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

学
校
法
人
等
か
ら
償
還
金
を
払
い
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
任
意
償
還
の
場
合
、
退

職
金
等
の
支
給
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
期
限
ま

で
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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平
成
30
年
度　
第
２
回

私 

学 

共 

済 

事 

務 

担 

当 

者 

連 

絡 

会

　
　

�

２
月
６
日
（
水
）
～
２
月
28
日
（
木
）

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　
相
談
班

　

⑵
短
期
給
付
関
係

　

�　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
の
変
更
及
び

送
付

　

⑶
年
金
関
係

　
　

退
職
時
の
年
金
の
手
続
き �

　

⑷
保
健
関
係

　

�　

平
成
29
年
度
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
実
績
報
告
及
び
30
年
度
実
施
の
お

願
い 

等

　

⑸
貸
付
関
係

　
　

資
格
喪
失
時
の
貸
付
金
償
還
方
法 

等

　

⑹
広
報
関
係

　

�　

広
報
刊
行
物
等
の
配
付
と
活
用
の
お
願

い 

等

　

⑺
相
談
関
係

　
　

共
済
業
務
課
主
催
各
種
説
明
会
の
ご
案
内

●
出
席
カ
ー
ド
の
記
入

　

連
絡
会
当
日
は
、
出
席
カ
ー
ド
（
会
場
で

配
付
す
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
い
ま
す
）
に

学
校
記
号
番
号
・
学
校
名
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
確
認
の
う
え

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

事
前
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

私
学
共
済
事
務
担
当
者
連
絡
会
は
、
各
学

校
法
人
等
の
事
務
担
当
者
に
、
共
済
事
業
に

関
す
る
最
新
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
の
業

務
に
関
す
る
質
問
等
に
も
お
答
え
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
及
び
会
場
等�

　

12
月
分
掛
金
等
納
付
通
知
書
（
１
月
中
旬

送
付
）
に
同
封
す
る
「
開
催
案
内
」
又
は
私

学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
用

ペ
ー
ジ
▼
お
知
ら
せ
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
開
催
内
容

１�　

平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
度
の
掛
金
等

の
率

２�　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る
情
報
連

携
の
本
格
運
用
の
開
始（
短
期
給
付
事
業
）

３�　

改
元
に
伴
う
共
済
業
務
に
か
か
る
様
式

用
紙
等
の
取
り
扱
い

４　

各
業
務
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

⑴
資
格
関
係

　

�　

資
格
取
得
・
資
格
喪
失
報
告
書
等
の
事

前
受
付 

等

【
即
時
償
還
の
手
続
き
】

　

任
意
償
還
の
申
し
出
を
し
な
く
て
も
資
格

喪
失
処
理
後
自
動
的
に
即
時
償
還
と
な
り
ま

す
が
、
資
格
喪
失
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間

は
定
期
償
還
が
継
続
さ
れ
ま
す
。こ
の
場
合
、

即
時
償
還
は
退
職
後
に
学
校
法
人
等
が
払
い

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

学
校
法
人
等
か
ら
退
職
金
等
が
支
給
さ
れ

る
場
合
は
、
住
宅
貸
付
の
他
、
一
般
貸
付
等

の
貸
付
償
還
金
も
退
職
金
等
か
ら
控
除
し
て

く
だ
さ
い
。
退
職
金
等
が
支
給
さ
れ
な
い
と

き
や
償
還
額
を
全
額
控
除
で
き
な
い
場
合

は
、
退
職
時
に
加
入
者
か
ら
償
還
金
（
定
期

償
還
金
と
即
時
償
還
金
の
合
計
）
を
学
校
法

人
等
が
預
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

任
意
償
還
額
又
は
即
時
償
還
額
を
事
前
に

確
認
し
た
い
場
合
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
▼
福
祉

事
業
関
係
▼
貸
付
け
償
還
額
の
試
算
〕
で

試
算
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　ＤＬ

　ＤＬ

　ＤＬ

例　3月31日退職の場合

届書等名 提出時期
貸付金任意償還・
団信制度脱退申出書
　　　　　　　　　　

３月15日
（※４） ３月 ４月１日 なし

５月１日 １か月分

５月30日（※６）２か月分

５月１日 なし
６月１日 １か月分

６月８日（※６）２か月分

提出書類 最終定期
還償月（※１）

払込期限日
（※２）

経過利息
（※３）

即
時
償
還

在職中の
任意償還

①
事前受付の
資格喪失報告書
によるもの

資格喪失報告書
　　　　　　　　　

３月上旬
（※５）

３月

②
資格喪失報告書
によるもの

資格喪失報告書
　　　　　　　　　

４月上旬　 ４月

①資格喪失が３月中に確認され、４月１日に即時償還通知書が交付される場合
②４月１日以降に資格喪失が確認され、４月10日に即時償還通知書が交付される場合

※１　住宅貸付の団信制度に加入している場合は、最終定期償還月まで適用され、保険料充当
金の支払いも必要です。

※２　払込期限日は貸付日の応答日の前日ですが、土・日曜又は祝日の場合は直後の平日に繰
り下がります（上の表は２日貸付の場合の例です）。

※３　経過利息の計算式は、「最終定期償還月の元金残×利息（現在の年利2.26％）÷12月× 利
息○か月分」（円未満切上げ）です。住宅貸付で半年払償還を併用している場合は、１月と
７月の任意償還を除き、直近の１月か７月の翌月から最終定期償還月までの経過利息が加
算されます。

※４　任意償還申出書の提出期限は毎月15日【必着】ですが、土・日曜又は祝日の場合は直前の
平日に繰り上がります。

※５　最終の定期償還月が３月となる場合の提出期限です。即時償還の通知は、４月になってか
らの送付となります。

※６　即時償還の最終の払込期限日（償還期限日）を過ぎると、１日当たり0.03％の延滞金が課
せられます（償還通知書の交付日から60日後が償還期限です）。
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私
学
事
業
団
で
は
、
資
産
保
有
者
と
し
て

の
機
関
投
資
家
と
し
て
、
金
融
庁
が
定
め
た

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド（
※

１
）
を
受
け
入
れ
、「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
責
任
（
※
２
）
を
果
た
す
た
め
の
方
針
」

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

方
針
で
定
め
た
と
お
り
、
運
用
受
託
機
関

が
行
な
っ
た
株
主
議
決
権
行
使
状
況
を
含

む
、
平
成
3�
年
度
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

活
動
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
、
１
月
上
旬
に

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
年
金
資
産
の
運

用
〕
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
１�　

機
関
投
資
家
が
、
受
益
者
（
本
事
業

団
の
場
合
は
加
入
者
）
と
投
資
先
企
業

の
双
方
を
視
野
に
入
れ
、ň

責
任
あ
る

機
関
投
資
家ŉ

と
し
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
に
当
た
り
、
有

用
と
考
え
ら
れ
る
諸
原
則
を
定
め
た
も

の
で
す
。

※
２�　

投
資
先
の
日
本
企
業
や
そ
の
事
業
環

境
等
に
関
す
る
深
い
理
解
に
基
づ
く
建

設
的
なň

目
的
を
持
っ
た
対
話ŉ

な
ど

を
通
じ
て
、
当
該
企
業
の
企
業
価
値
の

向
上
や
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
受
益
者
（
加
入
者
）
の
中
長
期
的

な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
責
任

の
こ
と
で
す
。

　

健
康
保
険
制
度
に
対
す
る
理
解
と
健
康
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
医
療
費
の
適
正
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
例
年
10
月
に
5

月
診
療
分
の
医
療
費
の
総
額
を
記
載
し
た

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
学
校
法
人
等
を

通
し
て
（
任
意
継
続
加
入
者
は
届
け
出
住
所

宛
て
）
送
付
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
29
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
、「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」と
し
て
、確
定
申
告（
医

療
費
控
除
）
の
手
続
き
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
学
事
業
団
で
も
30
年
分

の
確
定
申
告
か
ら
使
用
で
き
る
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
を
��
年
�
月
初
旬
に
学
校
法
人

等（
任
意
継
続
加
入
者
は
届
け
出
住
所
宛
て
）

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
加
入
者
へ
の

配
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

送
付
対
象
者

　

30
年
1
～
10
月
に
医
療
機
関
等
を
受
診
し

た
加
入
者
及
び
被
扶
養
者
で
、
12
月
25
日

（
デ
ー
タ
抽
出
日
）
現
在
で
加
入
者
又
は
被

扶
養
者
で
あ
る
人
（
任
意
継
続
加
入
者
を
含

み
ま
す
）

�

送
付
先
等

　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
加
入
者
と
被

扶
養
者
分
を
併
せ
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

資
産
運
用
部

＊
加
入
者

　

�　

親
展
扱
い
に
し
て
所
属
す
る
学
校
法
人

等
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
加
入
者

に
配
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
任
意
継
続
加
入
者

　

 　

親
展
扱
い
で
届
け
出
住
所
宛
て
に
送
付

し
ま
す
。

＊
資
格
喪
失
者

　

 　

30
年
12
月
25
日
（
デ
ー
タ
抽
出
日
）
前

に
退
職
し
た
加
入
者
の
「
医
療
費
の
お
知

ら
せ
」
は
、
本
人
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り

資
格
喪
失
者
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、
左
記

の
問
い
合
わ
せ
先
を
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０
（
５
７
２
）
２
３
６

　
　
　

�

�
月
�
日
～
�
月
��
日

　
　
　

�

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
き
ま
す
）

　
　
　

�

午
前
�
時
��
分
～
午
後
�
時
��
分

�

注
意
点

・ 「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」（
原
本
）
は
、
確

定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
の
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

紛
失
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

す
べ
て
の
人
に
通
知
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・ 「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
30
年
12
月
ま
で

に
本
事
業
団
で
受
け
付
け
た
診
療
報
酬
明

細
書
（
30
年
１
～
10
月
診
療
分
）
を
基
に
作

成
す
る
た
め
、
30
年
11
・
12
月
診
療
分
の
医

療
費
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
当
該

։ઃؒظ

診
療
分
は
、
領
収
書
を
使
用
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

市
区
町
村
等
の
公
費
助
成
を
受
け
た
等
、

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
金
額
と
実
際
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

額
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
確

定
申
告
の
手
続
き
を
す
る
際
に
は
、
領
収

書
を
使
用
し
て
実
際
に
負
担
し
た
額
に
訂

正
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
は
、
本
事
業

団
か
ら
給
付
し
た
高
額
療
養
費
や
一
部
負

担
金
払
戻
金
等
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、「
給
付
金
等
決
定
・
送
金
通

知
書
」
を
参
考
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

療
養
費
・
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
・
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
療
養
費
・
治

療
用
装
具
の
療
養
費
等
は
「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
」
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

領
収
書
を
使
用
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

医
療
機
関
に
よ
る
診
療
報
酬
明
細
書
の
遅

れ
に
よ
り
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
へ
反

映
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
領
収
書
を
使

用
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

医
療
費
の
増
加
原
因
の
一
つ
で
あ
る
、
医

療
機
関
へ
の
重
複
受
診
や
頻
回
受
診
が
疑

わ
れ
る
場
合
に
は
、
今
後
、
医
療
費
の
調

査
が
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・ 
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
短
期
給
付
（
健

康
保
険
）〕も
併
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
の
申
告
手
続

き
に
関
し
て
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
お
近
く

の
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

使
用
で
き
る
「
医
療
費
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
　

業
務
部　
短
期
給
付
課

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動 

（
株
主
議
決
権
行
使
状
況
を
含
む
）

報
告
を
公
表
し
ま
す
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助成業務 https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務 https://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）

月の共済業務スケジュール１

月の共済業務スケジュール2

共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
ి࿩রձͷࡍ͸ɺֶ 校ه߸൪߸ɺՃೖऀ൪߸͕
֬ೝͰ͖Δ΋ͷΛ͓खݩʹ͝༻ҙ͍ͩ͘͞ɻ

共済業務

̐日ïۚð 掛金等 �øø月෼ೲݶظ
貸付 �ૹۚ

̒日ï日ð 貸付 �12月෼ఆظঈؐݶظ
1�日ï໦ð 貯金 �෷ݶظࠐʢඞணʣ
15日ïՐð 貸付 �2月�日ૹۚਃ͠ࠐΈɾ೚ҙঈؐਃग़కΊ੾Γ
ùø日ï月ð 貯金 �ૹۚ
ùù日ïՐð 貸付 �ૹۚ

ùü日ïۚð
貯金 �෷໭ɾղ໿੥ٻకΊ੾Γ
積立共済年金 �୤ୀਃग़౳కΊ੾Γ
共済定期保険 ਃग़కΊ੾Γߋɾॅॴม࠲ޱ�

ùÿ日ï月ð
掛金等 �12月෼ֻۚ౳࠲ޱৼସʢࣗৼߍͷΈʣ
貸付 �1月෼ఆظঈؐ࠲ޱৼସʢࣗৼߍͷΈʣ

úø日ï໦ð
掛金等 �12月෼ೲݶظ
貸付 �2月22日ૹۚਃ͠ࠐΈకΊ੾Γ

̐日ï月ð 貸付 �ૹۚ
̒日ïਫð 貸付 �1月෼ఆظঈؐݶظ
̔日ïۚð 貯金 �෷ݶظࠐʢඞணʣ
15日ïۚð 貸付 �3月�日ૹۚਃ͠ࠐΈɾ೚ҙঈؐਃग़కΊ੾Γ

確定申告用の書類を送付します

１　ॅ୐ି෇ͷआडऀ
　平成3�年ʹॅ୐ି෇ΛआΓड͚ͨਓ΍ɺ3�年தʹࣗݾ
ͷॅډͷ༻ʹͨ͠ڙਓͷʮॅ୐औಘۚࢿʹ͔͔Δआೖۚ
ͷ年຤໌ূߴ࢒ॻʯΛɺ̍月த०ʹֶߍ๏ਓ౳Ѽͯʹૹ
෇͠·͢ɻ໌ূߴ࢒ॻ͸ɺ֬ఆਃࠂʹΑΓॅ୐आೖۚ౳
ಛผ߇আΛड͚ΔͨΊʹඞཁͱͳΓ·͢ɻ
　ͳ͓ɺ໌ূߴ࢒ॻ͸ʮࣄ޻౳ྃ׬ಧʢ༷ࣜ第̔号ʣʯ
ͷఏग़͕ͳ͍ͱൃ͞ߦΕ·ͤΜͷͰɺະఏग़ͷ৔߹͸଎
΍͔ʹఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ
˞�2�年Ҏલ͔Βॅ୐ି෇ΛआΓड͚ɺࣗݾͷॅډͷ༻
ॻ͸ɺ年຤ௐ੔༻ͱ͠໌ূߴ࢒आडऀͷ͍ͨͯ͠ڙʹ
ͯɺ3�年1�月1�日ʹֶߍ๏ਓ౳Ѽͯʹൃૹ͠·ͨ͠ɻ
　�·ͨɺ年຤ௐ੔༻ͷ໌ূߴ࢒ॻΛൃޙͨ͠ߦʹɺ೚ҙ
ঈؐ౳ʹΑΓ年຤ߴ࢒΍ঈؐճ਺ʹҟಈ͕ੜͨ͡ਓʹ
͸ɺҟಈޙͷ໌ূߴ࢒ॻΛ̍月த०ʹֶߍ๏ਓ౳Ѽͯ
ʹૹ෇͠·͢ɻ
� ʲ෱ࢱ෦　ି෇՝ʳ
̎　೚ҙܧଓՃೖऀ
　平成3�年෼೚ҙܧଓֻۚͷೲ෇͕3�年1�月1�日·Ͱʹ
֬ೝ͞Εͨਓʹ͸ɺʮ平成3�年෼೚ҙܧଓֻۚೲ෇ূ໌
ॻʯΛ1�月2�日ʹൃૹ͠·ͨ͠ɻͦΕҎ߱ʹॳΊͯ౰֘
年෼ͷֻۚೲ෇͕֬ೝ͞Εͨਓʹ͸ɺʮೲ෇ূ໌ॻʯΛ
̍月Լ०ʹૹ෇͠·͢ɻ
� ʲۀ຿෦　ֻۚ՝ʳ
̏　೥ۚडऀݖڅ
　࿝ྸɾୀ৬ͷ年ۚ͸ॴಘ੫๏্ɺ՝੫ͷର৅ͱͳΓ·
͢ɻ͜ΕΒͷ年ۚΛड͍ͯ͠څΔਓʹ͸ɺʮ平成3�年෼
ެత年ۚ౳ͷݯઘ௃ऩථʯΛ年ۚऀ޿޲ใʮͩࡁڞΑΓʯ
第�3号ʹಉ෧ͯ̍͠月த०ʹૹ෇͠·͢ɻ
　ͳ͓ɺࡏ৬தͳͲͰ平成3�年தʹ年ۚͷࢧ෷͍͕ͳ
͔ͬͨਓʹ͸ૹ෇͠·ͤΜɻ
� ʲ೥ۚ෦　೥ۚୈೋ՝ʳ

「給付金等送金記録のお知らせ」を
送付します
　平成3�年̓ʙ12月·Ͱʹֶߍ๏ਓ౳΁ૹۚͨ͠୹څظ
෇ۚ౳ͷ಺༰Λ͠ࡌه ʮͨڅ෇ۚ౳ૹۚه࿥ͷ͓஌Βͤʯ
Λ̍月Լ०ʹՃೖऀॅॴѼͯʹૹ෇͠·͢ɻ
� ʲۀ຿෦　୹څظ෇՝ʳ

住宅貸付の申し込みの際には
団体信用生命保険の加入をお勧めします
　ஂମ৴༻ੜ໋อݥ͸ɺॅ୐ି෇ΛआΓड͚͍ͯΔՃೖ
ऀ͕ঈؐதʹࢮ๢ຢ͸ߴ౓ো֐ʹͳͬͨ৔߹ɺੜ໋อݥ
ձ͕ࣾຊਓʹ୅Θͬͯି෇ۚߴ࢒Λࢧ෷͏੍౓ʢ೚ҙՃ
ೖʣͰ͢ɻ҆৺ͯ͠ϚΠϗʔϜʹॅΈଓ͚ΔͨΊʹɺॅ
୐ି෇Λਃ͠ࠐΉࡍʹ͸ͥͻՃೖ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
� ʲ෱ࢱ෦　ି෇՝ʳ

退職者向けリーフレットを送付します

　ୀ৬ͷࡍͷ੍ࡁڞֶࢲ౓΍ଞͷࣾձอ੍ݥ౓ʹؔ͢Δ
͞·͟·ͳखଓ͖Λ·ͱΊͨϦʔϑϨοτʢ平成31年̍
月ൃߦʣΛຊࢽʹಉ෧͍ͯ͠·͢ͷͰɺୀ৬Λ༧ఆͯ͠
͍ΔՃೖऀ΁ͷઆ໌౳ʹ׆༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ
　ʮୀ৬ऀ͚޲ϦʔϑϨοτʯ͸ɺࡁڞֶࢲϗʔϜϖʔ
δʤࣄ຿୲౰ऀ༻ϖʔδ⾣ࣄ຿୲౰ऀͷૅج஌ࣝ⾣ୀ৬
ࡁڞֶࢲ⾣ϦʔϑϨοτʥຢ͸ʤՃೖऀ༻ϖʔδ͚޲ऀ
੍౓ͷ֓ཁ౳⾣ୀ৬ऀ͚޲ϦʔϑϨοτʥͰ΋ӾཡͰ͖
·͢ɻ
� ʲ޿ใ૬ஊηϯλʔ　޿ใ൝ʳ

1�
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（「月報私学」はホームページにも掲載しています）INFORMATION

私学振興事業本部
〒102 - 8145
　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

「若手・女性研究者奨励金」へのご支援の
お願い

د঑ྭۚʯ΁ͷऀڀݚͰ͸ɺʮएखɾঁੑஂۀࣄֶࢲ　
෇ۚืूʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
　ʮएखɾঁੑऀڀݚ঑ྭۚʯͱ͸ɺएखऀڀݚ΍ঁੑ
ձͷ૑ઃΛػڀݚɺ͍ͯͭʹڀݚΒऔΓ૊Ή͕ࣗऀڀݚ
ਤΔͨΊͷڀݚ঑ྭۚͰ͋Γɺզ͕ࠃͷະདྷΛ୲͏ଟ༷
ͳਓࡐΛҭ成͢Δ؍఺͔Βɺ͜Ε·Ͱͷ࣮ڀݚ੷౳ʹؔ
ΘΒͣɺಛ৭͋ΔνϟϨϯδϯάͳڀݚΛॏ఺తʹࢧԉ
͢Δ͜ͱΛ໨తͱ͍ͯ͠·͢ɻ
　ຊ঑ྭۚ͸ɺ͜ͷΑ͏ͳੑ͔֨ΒݯࡒΛد෇ۚͰ࿫͏
͜ͱͱ͓ͯ͠ΓɺຊஂۀࣄͰ͸ɺຊ঑ྭۚͷझࢍ͝ʹࢫ
ಉͩ͘͞Δօ༷͔Βͷد෇Λ͓͍͍ͯ͠ئ·͢ɻ
　·ͨɺد෇ۚืूͷҰ؀ͱͯ͠ɺചΓ্͛ͷҰ෦͕ए
खɾঁੑऀڀݚ঑ྭۚ΁ͷد෇ͱͳΔʮएखɾঁੑڀݚ
ऀ঑ྭۚد෇ۚ෇͖ࣗಈൢചػʯͷઃஔʹ͖ͭ·ͯ͠΋
օ༷ͷ͝ྗڠΛ͓͍͍ͯ͠ئ·͢ɻ
ͷൃలڀݚҭڭେֶ౳͕औΓ૊Ήଟ༷Ͱಛ৭͋Δཱࢲ　
঑ྭۚʯʹର͢ΔօऀڀݚΔͨΊɺʮएखɾঁੑ͢ࢿʹ
༷͔Βͷ͝ࢧԉΛͲ͏ͧΑΖ͓͍͘͠͠ئ·͢ɻ
˞��ຊ঑ྭۚٴͼد෇ۚ෇͖ࣗಈൢചػͷৄࡉ͸ɺֶࢲ
෇ۚ⾣एد⾣຿ͷ͝Ҋ಺ۀϗʔϜϖʔδʤॿ成ஂۀࣄ
खɾঁੑऀڀݚ঑ྭۚʥʹ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ͷͰɺͥͻ
র͍ͯͩ͘͠͞ɻࢀ

� ʲॿ੒෦　د෇ۚ՝ 　r　　　　　　
� ὸ��（����）����　　　　　　
� ̚ϝʔϧ　LJGVLJO!TIJHBLV�HP�KQ

平成30年度版『今日の私学財政（大学・
短期大学編）』を送付しました

　平成3�年౓ֶߍ๏ਓૅجௐࠪʹ͍͍ͨͩͨ͝ྗڠେ
ֶɾ୹ظେֶΛઃஔ͢Δֶߍ๏ਓʹɺ平成3�年౓൛ʰࠓ
日ͷࡒֶࢲ੓ʢେֶɾ୹ظେֶฤʣɦʢ$%�30.ʣΛ12
月຤ʹૹ෇͠·ͨ͠ɻ
ɻ͍ͩͯ͘͞͠༺׆ͱͯ͠ߟࢀӦͷܦߍ຿෼ੳͳͲֶࡒ　

「私学情報資料室」のご案内

ྉࣨʯͰ͸ࢿ৘ใֶࢲ຿ॴ̍֊ͷʮࣄ۝ஈஂۀࣄֶࢲ　
େֶɾ୹ظେֶ๏ਓͷنఔूͳͲΛֶߍ๏ਓͷ͝ྗڠʹ
ΑΓऩू͠ɺܦӦ૬ஊۀ຿ʹ׆༻͍͍͍ͤͯͨͩͯ͞·
͢ɻ
　·ͨɺֶ֤ߍ๏ਓͷ૬ޓར༻ͷ؍఺͔Βɺنఔͷվਖ਼
ͳͲͷߟࢀͱֶͯ͠ߍ๏ਓͷ໾৬һΛର৅ʹӾཡʹ͠ڙ
͍ͯ·͢ͷͰɺ׆༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ

会計処理等のご質問・ご相談を
承っています

ֶࢲॲཧΛ͸͡ΊɺܭӦ৘ใηϯλʔͰ͸ɺձܦֶࢲ　
໰ɾ͝૬ஊΛঝ࣭͍ͬͯͯͭ͝ʹ߲ࣄӦશൠʹΘͨΔܦ
͍·͢ɻͥͻར༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ
　·ͨɺ͓࣭͍͍ͨͩͨͤ͝د໰ͷ͏ͪɺ͓໰͍߹Θͤ
ͷଟ͔ͬͨ΋ͷ౳ʹ͍ͭͯ͸ʮܦӦ࣮຿2ˍ"ʢຊࢽ平
成3�年12月号ʣʯ౳ʹऔΓ·ͱΊ͓ͯΓ·͢ɻաڈͷ͝
࣭໰ʹ͖ͭ·ͯ͠΋ɺஂۀࣄֶࢲϗʔϜϖʔδʤॿ成ۀ
຿ͷ͝Ҋ಺⾣ܦӦࢧԉɾ৘ใఏߍֶ⾣ڙ๏ਓձ2ܭˍ"ʥ
ͱͯ͠͝ߟࢀ຿ʹ͓͚ΔۀܭͷͰɺձ͢·͍ͯ͠ࡌܝʹ
ཡ͍ͩ͘͞ɻ

� ʲܦֶࢲӦ৘ใηϯλʔ　ֶࢲ৘ใࣨ �r�����
� ὸ��（����）����ʙ����　　　　　
� 　　　　ç̚ϝʔϧ　DFOUFS!TIJHBLV�HP�KQ　�

～その１本が未来をつくる～
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融資事 業 の ご 案 内

宿泊施設 の ご 案 内 私学共済ホームページから宿泊予約ができます。
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（禁無断転載） 

冬の芦ノ湖と富士山（写真提供：箱根観光船株式会社）

源泉かけ流し温泉の大浴場寄せ鍋（イメージ）

冬の箱根は空気が澄み渡り、雪化粧した綺麗な富士山
をご覧いただけます。
雄大な景色とかけ流しの温泉をぜひお楽しみください。

冬期選べる鍋プラン
寒い冬にはぴったりな選べる鍋プランです。
寄せ鍋・あんこう鍋・牛しゃぶ鍋よりお選びください。
１ധ̎৯（໊̎１ࣨʗ１໊༷）　��
���ԁ
औѻؒظɿฏ੒ ��೥１݄̓೔ʙ݄̏��೔

〒250-0405　神奈川県足柄下郡箱根町大平台312　☎0460（82）2094
（箱根登山電車「箱根湯本」駅又はJR「小田原」駅から伊豆箱根バス・箱根登山バス
で「大平台」下車、徒歩２分。又は箱根登山電車「大平台」駅下車、徒歩５分）箱　根　 対

たい

　岳
がく

　荘
そう

校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jp

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

■主な事業と融資金利（平成31年１月１日現在）

ओͳۀࣄ಺༰
ฦؒظࡁ

��೥Ҏ಺
ï͏ͪਾஔ̎೥ð

��೥Ҏ಺
ïਾஔ೥਺ؚΉð

̒೥Ҏ಺
ïਾஔ೥਺ؚΉð

校（Ԃ）ࣷͳͲͷ
ஙɾ༻஍औಘݐ

年％ 年％ 年％

0.60 0.31 0.41
΍ηϛφʔࣷ॓د
ϋ΢εͳͲͷݐ
ஙɾ༻஍औಘ

0.70 0.41 ―

Ԃόε΍උ඼ͳͲ
ͷߪೖ ― 0.31

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.31
※ 金利は毎月見直しています。なお、契約時の金利が償還完了まで
の固定金利となります。

ご相談はお早目にどうぞ

耐震化をお考えの際はまずはご相談ください！

校ࣷɾԂࣷͳͲͷ଱਒Խ（଱਒վஙɾ଱਒վम）ʹ
Λ͝ར༻͍ͨͩ͘ͱɺཁ݅Λຬͨࢿͷ༥ஂۀࣄֶࢲ
ͨ͠৔߹ɺࠃͷརࢠॿ੒͕ड͚ΒΕ·͢ɻ
རࢠॿ੒͸ೋͭͷύλʔϯ͕͋Γ·͢ɻ

ͦͷ΄͔଱਒ԽҎ֎ͷ校ࣷɺԂࣷͳͲͷݐங΍౔஍ͷߪೖɺ
ઃઃඋͷ੔උࢪͷର৅ͱͳΓ·͢ɻࢿೖͳͲ΋༥ߪඋ඼ͷثػ
ͩ͘౼ݕΛ͝༺׆ͷۚࢿஂۀࣄͻͥʹࡍըͷܭ ͍͞ɻ

詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm

※ 事業を行う学校の種類や事業内容により、利子助成の対象になるか、
またどちらのパターンになるかが決まります。

※ 融資金利が0.5％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。

https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm



